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中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（19）
　
は
じ
め
に
太
秦
牛
祭
（
う
ず
ま
さ
う
し
ま
つ
り
）
　
太
秦
広
隆
寺
境
内
大
避
神
社
の
祭
礼
。
神
面
を
つ
け
た
摩
多
羅
神
が
牛
に
乗
り
、
風
流
の
行
列
を
従
え
て
、
広
隆
寺
の
客
殿
の
庭
か
ら
寺
の
周
辺
を
練
り
歩
き
、
薬
師
堂
前
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
を
三
周
し
、
壇
上
に
て
摩
多
羅
神
が
祭
文
を
読
み
上
げ
る
。
参
詣
者
は
、
祭
文
読
誦
の
間
、
野
次
を
と
ば
す
な
ど
、
行
事
の
進
行
を
妨
げ
る
。
読
み
終
わ
る
と
四
天
王
と
と
も
に
堂
内
に
突
入
す
る
が
、
昔
は
、
厄
を
の
が
れ
る
と
い
っ
て
、
群
集
が
追
っ
て
堂
内
に
入
り
そ
の
面
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
。
　
右
に
引
用
し
た
の
は
、
京
都
市
公
式
サ
イ
ト
「
京
都
市
情
報
館
」
に
掲
載
さ
れ
る
京
都
市
指
定
・
登
録
文
化
財
の
う
ち
、
右
京
区
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
あ
げ
ら
れ
る
「
太
秦
牛
祭
」
の
解
説
で
あ
る（１
）。
　
今
日
、牛
祭
は
、今
宮
神
社
（
京
都
市
北
区
）
の
や
す
ら
い
祭
、「
鞍
馬
の
火
祭
」
と
し
て
知
ら
れ
る
由
岐
神
社
（
同
上
左
京
区
）
例
祭
と
あ
わ
せ
て
、
京
都
三
大
奇
祭
と
呼
ば
れ（２
）、一
般
の
知
名
度
は
高
い
。
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
～
一
〇
一
七
）
創
始
の
伝
承
を
持
つ
こ
の
祭
は
、
江
戸
時
代
に
は
九
月
一
二
日
、
明
治
時
代
に
再
＊
　
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
准
教
授
興
さ
れ
て
か
ら
は
一
〇
月
一
二
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。
祭
事
に
不
可
欠
な
牛
の
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
非
常
に
残
念
な
が
ら
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
よ
り
後
に
は
行
わ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
　
祭
事
の
特
有
さ
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心
の
高
さ
に
比
し
、
牛
祭
の
歴
史
を
伝
え
る
史
料
の
数
は
限
ら
れ
、
そ
の
専
論
は
少
な
い（３
）。
近
代
に
お
け
る
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
喜
田
貞
吉
の
研
究
で
あ
る
。
喜
田
は
、「
牛
祭
」
の
呼
称
に
着
目
し
て
、
大
陸
に
出
自
を
持
つ
秦
氏
の
拠
点
太
秦
に
伝
わ
る
祭
事
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
牛
を
殺
し
て
「
漢
神
」
を
祀
る
、
殺
牛
祭
神
に
起
源
を
有
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た（４
）。
　
喜
田
の
仮
説
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
橋
川
正
編
纂
の
『
太
秦
広
隆
寺
史
（
以
下
、
本
稿
で
は
『
寺
史
』
と
略
記
）』
に
お
い
て
寺
蔵
文
書
を
根
拠
に
早
く
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
一
六
世
紀
に
は
「
牛
祭
」
の
呼
称
は
な
く
、
祭
事
は
「
摩
多
羅
神
風
流
」
と
呼
ば
れ
、
源
信
創
始
と
伝
わ
る
広
隆
寺
常
行
堂
声
明
念
仏
の
第
二
日
目
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
殺
牛
祭
神
起
源
説
は
成
り
立
ち
え
な
い
と
、
橋
川
は
『
寺
史
』
お
よ
び
先
行
し
て
発
表
し
た
論
文
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
橋
川
論
文
」
と
記
す
）
に
お
い
て
説
い
た（５
）。
　
こ
の
指
摘
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、「
牛
祭
」
の
歴
史
的
解
明
は
、
橋
川
が
詳
ら
か
に
し
た
事
実
に
も
と
づ
き
進
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
題
が
「
牛
祭
」
と
か
ぎ
括
弧
を
付
す
の
は
、
中
世
に
は
こ
の
祭
事
が
「
牛
祭
」
の
名
で
は
呼
中
世
の
「
牛
祭
」
　

德
永
誓
子
＊
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
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化
科
学
研
究
科
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要
第
五
十
一
号
（
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・
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）
（20）
ば
れ
ず
、
か
つ
そ
の
内
実
も
今
日
に
知
ら
れ
る
様
相
と
は
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
「
牛
祭
」
の
変
化
は
、
乗
牛
の
者
だ
け
で
な
く
乗
馬
の
人
物
も
祭
事
の
列
に
加
わ
る
様
子
を
描
い
た
、
江
戸
時
代
の
版
本
『
太
秦
牛
祭
画
巻
（
以
下
、『
画
巻
』
と
略
記
）』
を
根
拠
に
、
喜
田
も
指
摘
し
て
い
た
。ま
た
、喜
田
は
殺
牛
祭
神
起
源
説
を
提
示
し
た
後
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
併
し
是
は
牛
祭
と
い
ふ
名
が
古
く
か
ら
存
す
る
も
の
と
し
て
の
解
説
で
あ
る
。（
中
略
）
而
し
て
牛
祭
の
名
が
更
に
乗
馬
の
廃
せ
ら
れ
た
後
に
起
っ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
右
の
想
像
は
当
然
撤
回
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
６
）」
　
橋
川
に
よ
っ
て
、「
牛
祭
」
に
先
行
す
る
呼
称
「
摩
多
羅
神
風
流
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
点
で
、
殺
牛
祭
神
起
源
説
は
撤
回
さ
れ
る
、
も
し
く
は
撤
回
を
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
　
し
か
し
な
が
ら
、喜
田
の
殺
牛
祭
神
起
源
説
は
、橋
川
の
指
摘
後
も
命
脈
を
保
っ
て
い
る
。
大
酒
（
大
避
）
神
社
と
は
異
な
る
境
内
社
木
嶋
神
社
の
祭
祀
と
の
習
合
を
可
能
性
の
一
つ
に
あ
げ
る
菊
池
京
子
の
論
も
出
さ
れ
る
な
ど（７
）、
広
隆
寺
法
会
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
る
以
前
に
、
原
型
と
な
っ
た
祭
事
を
想
定
す
る
見
方
は
根
強
い
。
ま
た
、
近
年
の
専
論
に
は
、
や
す
ら
い
祭
と
二
図
一
組
の
形
態
で
作
成
さ
れ
た
江
戸
後
期
の
牛
祭
図
を
主
に
論
じ
る
中
島
洋
平
・
水
谷
亜
希
の
美
術
史
の
成
果
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
り（８
）、
摩
多
羅
神
の
芸
能
神
の
側
面
を
掘
り
下
げ
た
服
部
幸
雄
の
「
後
戸
の
神
―
芸
能
神
信
仰
に
関
す
る
一
考
察
―
」
（
９
）
以
降
、
大
き
く
進
展
し
た
、
摩
多
羅
神
研
究
の
成
果
を
取
り
込
む
試
み
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
一
方
、
摩
多
羅
神
研
究
の
中
に
は
、
今
日
広
く
知
ら
れ
て
い
る
安
永
九
年
（
一
図１　『都名所図会』「太秦牛祭」図（国際日本文化研究センター蔵本）
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（21）
七
八
〇
）
刊
行
『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
「
太
秦
牛
祭
」
図
（
図
１
）
を
引
用
し
、
当
該
図
像
を
も
と
に
中
世
広
隆
寺
の
事
例
を
考
察
す
る
も
の
も
あ
る
）
（1
（
。
喜
田
・
橋
川
が
中
世
の
様
相
を
伝
え
る
史
料
と
解
し
た
『
画
巻
』
は
、
水
谷
、
お
よ
び
明
川
忠
夫
の
論
考
）
（（
（
を
除
き
、
一
九
五
〇
年
代
末
以
後
、
牛
祭
お
よ
び
摩
多
羅
神
研
究
に
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
　
牛
祭
専
論
は
、
祭
事
見
学
・
実
地
調
査
を
伴
う
も
の
が
多
く
、
発
表
当
時
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
報
告
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
散
発
的
に
な
さ
れ
て
き
た
た
め
か
、
先
行
研
究
整
理
が
不
十
分
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
作
成
技
術
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
未
刊
行
絵
画
資
料
の
博
捜
が
容
易
に
な
る
ま
で
、『
画
巻
』
が
見
落
と
さ
れ
る
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
中
世
「
牛
祭
」
―
―
常
行
堂
声
明
念
仏
第
二
夜
摩
多
羅
神
風
流
の
実
態
を
論
ず
る
あ
た
り
、
要
と
な
る
史
料
は
喜
田
・
橋
川
に
よ
っ
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
既
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
今
日
、
諸
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い
る
資
料
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
公
開
に
よ
っ
て
、『
画
巻
』
の
も
と
に
な
っ
た
絵
巻
の
模
写
本
と
見
ら
れ
る
資
料
の
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
、『
寺
史
』
引
用
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
風
流
文
書
を
用
い
、
近
年
の
摩
多
羅
神
研
究
を
参
照
し
て
、
中
世
「
牛
祭
」
の
実
態
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
　
一
　『
太
秦
牛
祭
画
巻
』
と
国
立
国
会
図
書
館
蔵
肉
筆
二
写
本
　
中
世
「
牛
祭
」
の
実
態
を
示
す
と
推
測
さ
れ
る
『
画
巻
』
は
、
高
島
千
春
（
一
七
七
七
～
一
八
五
九
）
所
蔵
の
絵
巻
を
版
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
、「
右
、
九
月
十
二
日
太
秦
広
隆
寺
牛
祭
祭
文
也
、
恵
心
院
源
心
僧
都
、
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
九
月
十
二
夕
日
書
レ
之
」
と
末
尾
に
あ
る
『
牛
祭
祭
文
（
以
下
、『
祭
文
』
と
略
記
）』、「
天
文
十
一
年
）
（1
（
」『
祭
文
』
を
も
っ
て
校
合
を
行
っ
た
岸
本
由
豆
流
（
一
七
八
八
～
一
八
四
六
）
の
注
記
、
高
島
に
よ
る
絵
画
部
分
の
「
縮
図
」、
岸
本
の
跋
、
以
上
の
四
つ
か
ら
な
る
。
版
行
の
主
体
は
岸
本
で
あ
り
、丁
丑
の
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）、丑
年
の
年
始
の
贈
り
物
と
し
て
刷
ら
れ
た
こ
と
が
跋
に
見
え
る
）
（1
（
。
な
お
、
『
祭
文
』
末
尾
の
「
右
、
九
月
十
二
日
…
」
に
「
牛
祭
祭
文
」
の
語
が
あ
る
が
、
こ
の
文
は
応
永
九
年
よ
り
後
の
も
の
と
解
釈
で
き
、
当
該
年
に
「
牛
祭
」
呼
称
が
あ
っ
た
と
は
見
な
せ
な
い
。
　
本
稿
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
し
た
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本
の
他
、
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
静
嘉
堂
文
庫
他
、
複
数
の
所
蔵
機
関
の
名
を
上
げ
る
）
（1
（
。
京
都
歴
彩
館
蔵
本
お
よ
び
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
な
山
形
県
酒
田
市
光
丘
文
庫
本
・
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
本
・
同
図
書
館
貴
重
書
本
の
『
画
巻
』
は
い
ず
れ
も
本
紙
一
二
丁
で
あ
り
、
版
記
を
持
た
な
い
。
跋
に
述
べ
る
通
り
、
配
り
物
と
し
て
版
元
を
経
ず
に
流
布
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
　『
画
巻
』
版
行
は
話
題
を
呼
ん
だ
ら
し
く
、
川
崎
重
恭
他
が
小
説
家
主
人
の
名
で
著
し
た
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
『
し
り
う
ご
と
』
は
、
岸
本
と
小
山
田
与
清
を
貶
す
の
に
、
当
該
版
本
に
言
及
し
て
い
る
）
（1
（
。
岡
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　『
画
巻
』
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
し
き
絵
巻
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』
に
は
、「
太
秦
牛
祭
絵
」
と
「
摩
託
羅
神
祭
絵
」
の
二
通
り
の
名
称
で
解
説
を
付
さ
れ
て
い
る
）
（1
（
。「
摩
託
羅
神
祭
絵
」の
項
に
あ
る
通
り
、
『
古
画
類
聚
引
用
画
目
録
』
に
同
名
絵
巻
が
認
め
ら
れ
）
（1
（
、松
平
定
信
が
『
古
画
類
聚
』
の
編
修
を
進
め
た
一
八
世
紀
末
に
は
肉
筆
原
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
古
絵
目
録
云
、
摩
託
羅
神
祭
絵
、
住
吉
家
蔵
、」
と
幕
府
御
用
絵
師
住
吉
家
蔵
本
と
す
る
記
述
が
あ
り
、『
画
巻
』
の
も
と
に
な
っ
た
高
島
蔵
本
も
そ
の
写
本
な
い
し
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』「
摩
託
羅
神
祭
絵
」
掲
載
の
黒
川
真
頼
蔵
「
摹
刻
本
」
は
『
画
巻
』
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
　
水
谷
は
、「
太
秦
牛
祭
絵
」「
摩
託
羅
神
祭
絵
」
と
呼
ば
れ
る
絵
巻
原
本
の
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
個
人
蔵
写
本
が
存
在
す
る
と
記
し
て
い
る
。
水
谷
論
文
の
後
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
二
写
本
は
、
こ
の
個
人
蔵
と
は
別
写
本
で
あ
ろ
う
。
実
地
閲
覧
が
行
え
て
い
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
公
開
画
像
に
よ
り
確
認
し
た
概
要
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
・『
太
秦
牛
祭
絵
（
以
下
、『
牛
祭
絵
』）』（
外
題
）
　
　
巻
子
、
一
巻
。
帝
国
図
書
館
蔵
印
の
他
、「
堀
田
文
庫
」
長
方
双
郭
朱
印
、
　
　「
根
岸
信
輔
氏
寄
贈
」
長
方
朱
印
。
寄
贈
印
に
「
昭
和
九
．
六
．
二
七
」。
　
　
本
紙
四
四
紙
、
う
ち
墨
付
四
二
紙
。
　
　
応
永
九
年
『
祭
文
』
に
朱
筆
校
合
。「
朱
校
合
ハ
天
文
十
八
年
ノ
本
也
」
と
あ
り
。
・『
広
隆
寺
牛
之
祭
之
祭
文
絵
巻
物
（
以
下
、『
祭
文
絵
巻
』）』（
外
題
）
　
　
巻
子
、
一
巻
。
　
　
帝
国
図
書
館
蔵
印
。
受
入
印
に
「
明
治
四
三
）
（1
（
．
三
．
九
」。
　
　
本
紙
四
二
紙
、
墨
付
同
。『
祭
文
』
は
校
合
な
し
。
　
右
の
国
会
図
書
館
蔵
二
写
本
、『
牛
祭
絵
』
と
『
祭
文
絵
巻
』
は
い
ず
れ
も
『
祭
文
』
と
祭
事
絵
画
か
ら
な
り
、『
画
巻
』
か
ら
岸
本
注
記
と
跋
を
除
い
た
構
成
を
取
る
。『
祭
文
』
に
「
右
、
九
月
十
二
日
太
秦
広
隆
寺
牛
祭
…
…
」
と
あ
り
、「
恵
心
院
源
心
僧
都
」
と
源
信
の
「
信
」
を
「
心
」
と
書
く
点
は
『
画
巻
』
と
同
じ
で
あ
る
。
　
蔵
書
印
に
よ
っ
て
堀
田
家
旧
蔵
と
分
か
る
『
牛
祭
絵
』
が
、『
祭
文
』
を
丁
寧
に
書
き
写
し
、
校
合
を
付
す
の
に
対
し
、『
祭
文
絵
巻
』
の
手
跡
は
文
が
進
む
ほ
ど
書
き
急
い
だ
印
象
が
強
く
な
る
。
改
行
の
位
置
は
一
致
し
な
い
が
、
二
写
本
間
の
文
字
の
異
同
は
少
な
い
。
　
絵
は
い
ず
れ
の
本
も
『
祭
文
』
と
は
紙
を
替
え
て
始
ま
る
。
描
き
慣
れ
た
、
確
か
な
技
術
を
持
つ
者
の
手
に
な
る
と
見
え
る
点
も
共
通
す
る
。『
祭
文
絵
巻
』
は
枝
に
生
え
る
葉
を
、
輪
郭
を
描
か
ず
ぼ
や
か
し
て
彩
色
す
る
点
は
『
牛
祭
絵
』
よ
り
簡
便
な
描
写
を
取
る
が
、『
牛
祭
絵
』
が
彩
色
を
施
さ
な
い
箇
所
を
残
し
、
色
を
注
記
で
示
す
の
に
対
し
、『
祭
文
絵
巻
』
は
全
て
の
箇
所
に
彩
色
を
加
え
て
い
る
。
『
牛
祭
絵
』
の
色
の
注
記
と
、『
祭
文
絵
巻
』
の
彩
色
は
一
致
し
、
そ
の
点
か
ら
も
両
本
は
同
じ
本
の
模
写
と
判
断
で
き
る
。
　
国
会
図
書
館
蔵
二
写
本
と
『
画
巻
』
に
つ
い
て
、
岸
本
の
注
記
・
文
以
外
に
も
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
以
下
に
掲
載
し
た
の
は
『
画
巻
』
と
『
牛
祭
絵
』
の
絵
画
部
分
の
冒
頭
で
あ
る
（
図
２
・
３
）。
一
覧
し
て
分
か
る
よ
う
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（23）
に
、『
牛
祭
絵
』
に
は
『
画
巻
』
に
な
い
図
様
が
含
ま
れ
る
。
い
ず
れ
も
広
隆
寺
境
内
と
思
し
き
寺
堂
か
ら
始
ま
る
が
、『
画
巻
』
は
瓦
屋
根
の
堂
と
塔
の
み
を
描
き
、
『
牛
祭
絵
』
は
塔
の
前
に
も
う
一
棟
瓦
屋
根
の
建
造
物
を
配
し
、
塔
の
先
に
山
門
を
堂
々
と
描
き
出
す
。
松
の
脇
を
歩
む
頭
巾
の
僧
と
彼
ら
を
案
内
す
る
篝
を
手
に
し
た
俗
人
、
祭
事
を
見
よ
う
と
急
ぐ
子
連
れ
の
一
群
も
、『
画
巻
』
に
な
く
、『
牛
祭
絵
』
の
み
に
見
え
る
。
つ
ま
り
『
牛
祭
絵
』
の
塔
の
先
か
ら
被
物
の
女
性
の
一
群
ま
で
の
部
分
が
、『
画
巻
』
に
は
な
い
。
冒
頭
部
に
限
ら
ず
、『
牛
祭
絵
』
に
は
『
画
巻
』
に
は
な
い
見
物
の
老
若
、
背
景
の
木
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
　
こ
の
違
い
は
、『
牛
祭
絵
』
が
原
本
の
模
写
、
あ
る
い
は
転
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
画
巻
』
は
模
写
本
か
ら
祭
事
の
行
列
を
な
す
者
を
主
に
抜
き
出
し
て
描
き
、
背
景
・
見
物
人
描
写
を
省
略
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
　
高
島
が
自
身
の
蔵
本
を
も
と
に
行
っ
た
「
縮
図
」
と
は
、
一
定
比
率
で
の
縮
尺
で
は
な
く
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
抽
出
・
再
構
成
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
無
論
、
高
島
蔵
本
自
体
が
、
既
に
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　
原
本
の
模
写
な
い
し
転
写
と
考
え
ら
れ
る
国
会
図
書
館
蔵
『
牛
祭
絵
』『
祭
文
絵
巻
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
画
巻
』
に
高
島
が
施
し
た
「
縮
図
」
は
、
原
本
図
様
の
再
構
成
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
祭
事
の
実
施
者
に
焦
点
を
絞
る
『
画
巻
』
も
史
料
と
し
て
有
用
で
は
あ
る
が
、
よ
り
原
本
に
近
い
と
推
測
で
き
る
模
写
本
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
今
日
は
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
中
世
「
牛
祭
」
の
実
態
に
迫
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
　
絵
画
部
分
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
岸
本
は
、『
祭
文
』
に
応
永
九
年
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
跋
に
お
い
て
絵
も
同
じ
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、「
そ
は
図２　『太秦牛祭画巻（『画巻』）』（冒頭部分）（京都府立京都学・歴彩館蔵本）
図３　『太秦牛祭絵（『牛祭絵』）』（冒頭部分）（国立国会図書館蔵本）
岡
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）
（24）
千
春
の
ぬ
し
別
に
考
あ
り
」
と
付
け
加
え
て
高
島
の
見
解
が
異
な
る
こ
と
を
伝
え
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
人
物
の
髪
形
・
衣
服
は
、
江
戸
時
代
で
は
な
く
中
世
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
応
永
九
年
に
ま
で
遡
ら
せ
て
よ
い
か
筆
者
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
が
、
原
本
の
制
作
は
室
町
か
ら
戦
国
時
代
の
時
期
と
解
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
　
二
　
源
信
広
隆
寺
阿
弥
陀
如
来
参
拝
譚
と
常
行
堂
声
明
念
仏
　「
牛
祭
」
は
常
行
堂
声
明
念
仏
と
と
も
に
源
信
が
始
め
た
と
す
る
伝
承
が
あ
り
、
『
祭
文
』
の
作
者
も
彼
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。『
牛
祭
絵
』『
画
巻
』
の
『
祭
文
』
末
尾
の
意
味
が
取
り
づ
ら
い
文
も
、
源
信
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
　
源
信
創
始
伝
承
に
は
疑
問
も
出
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
山
田
雄
司
が
広
隆
寺
の
縁
起
類
に
、
源
信
が
阿
弥
陀
如
来
を
参
拝
し
声
明
念
仏
を
始
め
た
と
あ
る
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）、
晩
年
の
源
信
は
体
が
弱
り
、
延
暦
寺
を
出
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
だ
と
指
摘
す
る
）
（1
（
。
早
く
は
、
橋
川
が
、『
祭
文
』
の
文
言
は
源
信
が
書
い
た
と
は
思
い
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
応
永
九
年
と
い
う
文
中
の
年
も
疑
い
う
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
成
立
が
一
五
世
紀
初
頭
よ
り
も
後
の
可
能
性
が
あ
る
と
論
じ
る
）
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（
。
　
源
信
の
声
明
念
仏
・「
牛
祭
」
創
始
伝
承
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
史
実
そ
の
も
の
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
該
伝
承
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
も
の
か
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
源
信
と
声
明
念
仏
・「
牛
祭
」
を
結
び
つ
け
る
伝
承
が
い
つ
頃
か
ら
見
ら
れ
、
そ
れ
が
ど
う
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
主
に
広
隆
寺
の
縁
起
類
を
も
と
に
整
理
す
る
。
　
源
信
を
「
牛
祭
」
の
創
始
者
と
す
る
記
述
は
、
例
え
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
柳
原
本
『
広
隆
寺
縁
起
）
1（
（
』
の
末
尾
近
く
に
見
出
せ
る
。
　
長
和
元
年
に
夢
告
を
得
た
源
信
は
「
安
養
界
の
真
の
無
量
寿
仏
」
す
な
わ
ち
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
如
来
を
見
よ
う
と
広
隆
寺
「
絵
堂
」
の
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
を
参
拝
す
る
。
阿
弥
陀
像
の
前
で
源
信
は
歓
喜
し
、
自
ら
「
三
尊
」
を
作
り
、
九
月
一
一
日
か
ら
三
ヶ
日
の
声
明
念
仏
を
始
め
、
法
会
守
護
の
た
め
勧
請
し
た
摩
多
羅
神
の
祭
を
十
二
日
の
夜
に
催
し
た
。
祭
礼
の
儀
式
は
世
に
類
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
祭
文
は
源
信
が
自
筆
し
た
。
紙
で
作
っ
た
鬼
面
を
つ
け
、
白
い
浄
衣
を
着
た
「
神
主
」
が
牛
に
乗
っ
て
堂
前
を
行
道
す
る
の
で
、
こ
の
儀
式
は
牛
祭
と
号
す
る
。
　
右
に
概
要
を
示
し
た
箇
所
と
同
じ
文
は
、
牛
祭
の
絵
を
伴
う
広
隆
寺
蔵
『
広
隆
寺
縁
起
　
上
）
11
（
』
に
も
あ
り
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
版
本
『
太
秦
広
隆
寺
大
略
縁
起
（
以
下
『
大
略
縁
起
』
と
略
記
））11
（
』
に
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。『
大
略
縁
起
』
と
柳
原
本
『
広
隆
寺
縁
起
』
を
、
源
信
参
拝
譚
以
外
の
部
分
も
含
め
て
比
較
す
る
と
、よ
り
大
部
、か
つ
記
述
が
整
合
的
な
柳
原
本
『
広
隆
寺
縁
起
』
を
掻
い
摘
ん
で
、『
大
略
縁
起
』
が
作
成
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。「
大
略
」
の
名
は
こ
れ
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
柳
原
本
は
写
本
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
本
と
な
っ
た
『
広
隆
寺
縁
起
』
の
成
立
は
、『
大
略
縁
起
』
の
元
禄
一
四
年
よ
り
前
で
あ
り
、
寺
蔵
『
広
隆
寺
縁
起
　
上
』
は
そ
れ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
絵
巻
と
考
え
ら
れ
る
。「
広
隆
寺
縁
起
」
と
題
さ
れ
る
、
成
立
年
代
・
内
容
の
異
な
る
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（25）
縁
起
が
複
数
存
在
す
る
た
め
、
以
下
、
柳
原
本
縁
起
と
寺
蔵
『
広
隆
寺
縁
起
　
上
』
を
、
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
「
元
禄
縁
起
」、「
元
禄
絵
巻
」
と
表
記
す
る
。
成
立
年
の
明
確
な
『
大
略
縁
起
』
に
よ
っ
た
表
記
で
あ
り
、
両
文
献
の
成
立
を
元
禄
年
間
と
特
定
し
て
の
略
称
で
な
い
こ
と
は
、
念
の
た
め
断
っ
て
お
く
。
　
一
七
世
紀
の
後
半
に
は
「
牛
祭
」
は
源
信
の
創
始
と
さ
れ
、
呼
称
も
「
牛
祭
」
と
な
り
、
祭
儀
が
今
日
知
ら
れ
る
形
態
に
近
づ
い
て
い
た
こ
と
が
元
禄
縁
起
類
か
ら
確
認
で
き
る
。
　
中
世
の
縁
起
そ
の
他
の
文
献
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
　
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）
の
跋
文
を
有
す
る
『
続
古
事
談
』
巻
第
四
収
録
逸
話
が
、
源
信
の
広
隆
寺
参
拝
を
語
る
、
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
阿
弥
陀
堂
の
中
尊
は
、
稽
文
会
が
作
れ
る
な
り
、
恵
心
僧
都
の
夢
に
、「
極
楽
の
阿
弥
陀
仏
を
お
が
ま
ん
と
思
は
ば
、
此
仏
を
み
た
て
ま
つ
れ
」
と
み
給
け
り
、
仏
、
そ
の
か
み
、
光
を
放
給
け
り
、
寺
僧
、
火
事
か
と
て
お
ど
ろ
き
さ
は
ぎ
け
り
）
11
（
、
　
阿
弥
陀
如
来
参
拝
と
放
光
の
奇
瑞
の
み
が
記
さ
れ
、
年
代
は
明
示
さ
れ
な
い
。
阿
弥
陀
は
「
阿
弥
陀
堂
」
の
中
尊
、
作
者
は
八
世
紀
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
仏
師
稽
文
会
と
さ
れ
る
。
　
次
に
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
（
以
下
、『
別
当
次
第
』）』
の
記
事
を
あ
げ
る
。
当
該
文
献
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
広
隆
寺
蔵
本
を
転
写
し
た
旨
が
裏
表
紙
見
返
に
記
載
さ
れ
、
ま
た
『
寺
史
』
は
複
数
箇
所
で
当
該
文
献
を
引
用
す
る
。
大
谷
大
学
に
学
び
、
教
授
と
な
っ
た
橋
川
が
『
寺
史
』
編
纂
時
に
転
写
し
た
と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
天
智
天
皇
三
年
（
六
六
四
）
任
の
第
一
代
道
昭
か
ら
広
隆
寺
別
当
が
大
覚
寺
・
御
室
の
兼
務
と
な
る
第
五
一
代
ま
で
を
記
載
し
、
第
三
四
代
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
任
の
良
恵
ま
で
は
補
任
年
月
日
を
記
し
、
以
後
は
補
任
者
の
名
称
と
歴
代
数
の
み
を
並
べ
る
。
三
四
代
良
恵
以
前
ま
で
は
、
寺
内
の
出
来
事
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
全
体
の
成
立
は
一
六
世
紀
以
後
と
推
測
さ
れ
る
一
方
、
第
三
四
代
良
恵
の
一
三
世
紀
中
葉
以
前
は
、
寺
蔵
の
史
料
に
も
と
づ
き
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
）
11
（
。
　
源
信
参
拝
譚
は
、
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
補
任
の
第
二
一
代
別
当
時
昌
の
項
に
見
え
る
。
第
廾
一
大
別
当
伝
灯
大
法
師
時
昌 
于
レ
時
少
別
当
元
興
寺
三
論
宗
東
寺
入
寺
　
後
一
条
院
御
宇
万
寿
元
年
甲
子
八
月
七
日
補
レ
之
、
寺
務
廾
五
年
云
々
、
常
行
堂
念
仏
、
万
寿
元
年
甲
子
十
月
十
五
日
短
声
限
二
三
ヶ
日
一ヲ
源
信
僧
都
被
レ
始
二
―
行
之
一
、
依
二
夢
想
ノ
告
一ニ
云
々
、
彼
夢
想
云
、
欲
レ
奉
レ
礼
二
極
楽
生
身
ノ
仏
一ヲ
、
可
レ
奉
レ
礼
二
広
隆
寺
絵
堂
之
丈
六
像
一ヲ
云
々
、
　
源
信
の
没
年
は
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
で
あ
り
、
万
寿
元
年
の
参
拝
は
あ
り
得
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
安
置
さ
れ
る
堂
を
「
絵
堂
」
と
一
七
世
紀
縁
起
類
と
同
じ
呼
称
で
記
し
、
念
仏
の
始
ま
り
を
語
る
一
方
、「
常
行
堂
念
仏
」
が
「
十
月
十
五
日
）
11
（
」
か
ら
の
三
日
間
行
わ
れ
た
と
あ
る
の
は
他
の
史
料
と
異
な
り
、「
短
声
」
の
念
仏
と
す
る
の
も
当
該
史
料
の
み
に
見
え
る
記
述
で
あ
る
。
　
続
い
て
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
済
承
が
編
纂
し
た
『
山
城
州
葛
野
郡
楓
野
大
堰
郷
広
隆
寺
来
由
記
（
以
下
『
来
由
記
』））11
（
』
の
「
安
二
―
置
当
寺
一
三
尊
外
諸
仏
菩
薩
等
記
事
」
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。
大
講
堂
、
五
間
四
面
、
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（26）
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
、
大
安
寺
僧
賢
証
造
焉
、
古
徳
曰
、
安
二
―
置
九
体
如
来
一
、
而
表
二
九
品
一
、
今
如
来
是
其
随
一
、
而
下
品
下
生
像
也
、
其
余
今
也
則
亡
、
三
條
院
御
宇
長
和
元
年
、
壬
子
、
源
信
僧
都
夢
中
有
レ
人
、
告
曰
、
欲
レ
礼
二
極
楽
世
界
真
弥
陀
仏
一
、
可
レ
礼
二
広
隆
寺
絵
堂
丈
六
像
一
、
以
レ
故
僧
都
来
二
于
当
寺
一
、
瞻
二
―
礼
尊
像
一
、
手
親
一
刀
三
礼
、
刻
二
二
尊
像
一
、
像
成
後
、
自
二
同
年
九
月
十
一
日
一
、
期
二
三
箇
日
一
、
昼
夜
修
二
声
明
念
仏
一
、
至
レ
今
永
行
焉
、
別
有
二
記
録
一
、
　『
来
由
記
』
の
作
者
済
承
は
、
明
応
三
年
に
『
広
隆
寺
縁
起
（
以
下
、「
明
応
縁
起
」）』
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
縁
起
の
成
立
の
上
限
は
、
記
述
内
容
か
ら
一
三
世
紀
半
ば
と
推
測
さ
れ
、『
来
由
記
』
は
「
明
応
縁
起
」
を
も
と
に
、
寺
蔵
の
他
の
縁
起
類
を
用
い
て
増
補
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
中
村
浩
子
・
川
尻
秋
生
は
述
べ
る
）
11
（
。
右
に
『
来
由
記
』
か
ら
引
用
し
た
文
は
、「
明
応
縁
起
」
に
は
含
ま
れ
ず
、
引
用
箇
所
末
尾
の
「
別
有
二
記
録
一
」
の
通
り
、
寺
蔵
別
史
料
に
よ
っ
て
補
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
寺
史
』
に
、「
当
寺
所
蔵
の
常
行
堂
三
昧
絵
縁
起
一
巻
に
よ
れ
ば
、
鳥
羽
天
皇
の
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
至
り
、
円
蓮
な
る
も
の
大
悲
願
を
発
し
て
念
仏
会
の
儀
式
を
盛
大
に
し
た
り
と
い
へ
り
。」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
常
行
堂
三
昧
絵
縁
起
」
が
、
そ
の
別
に
あ
る
と
い
う
「
記
録
」
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　『
来
由
記
』
は
阿
弥
陀
の
作
者
を
『
続
古
事
談
』
と
は
異
な
り
、
大
安
寺
の
僧
賢
証
と
し
、
本
来
は
九
品
仏
の
一
体
で
あ
っ
た
と
の
由
来
、
源
信
に
よ
る
「
二
尊
」
の
造
像
を
加
え
、
声
明
念
仏
は
九
月
一
一
日
か
ら
の
三
日
間
修
さ
れ
た
と
記
す
。
記
述
内
容
か
ら
「
絵
堂
」
は
「
大
講
堂
」
を
さ
す
こ
と
も
分
か
る
。
　「
安
二
置
当
寺
一
三
尊
外
諸
仏
菩
薩
等
記
事
」
は
引
用
箇
所
に
続
き
、
阿
弥
陀
以
外
の
講
堂
安
置
像
を
列
記
し
た
後
、
三
間
三
面
の
「
常
行
三
昧
堂
」
に
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
と
阿
弥
陀
如
来
、
そ
し
て
摩
多
羅
神
像
が
安
置
さ
れ
た
と
記
し
、
神
像
に
は
「
為
二
念
仏
守
護
神
一
、
安
二
置
于
後
戸
一
也
、」
と
注
を
付
す
。
源
信
が
刻
ん
だ
と
い
う
「
二
尊
」
は
常
行
堂
の
仏
像
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
が
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊
に
合
致
し
な
い
。「
元
禄
縁
起
」
が
「
三
尊
」
と
す
る
点
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、「
二
」
は
「
三
」
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
以
上
、
中
世
広
隆
寺
縁
起
な
ど
三
史
料
の
源
信
阿
弥
陀
参
拝
譚
を
確
認
し
た
。
続
い
て
、『
別
当
次
第
』『
来
由
記
』、
お
よ
び
『
寺
史
』
収
録
文
書
に
お
い
て
声
明
念
仏
の
道
場
と
記
さ
れ
る
常
行
堂
に
つ
き
関
連
記
述
を
見
て
い
く
。
　
元
禄
縁
起
類
は
、
源
信
阿
弥
陀
参
拝
と
そ
れ
に
伴
う
声
明
念
仏
・「
牛
祭
」
の
創
始
譚
に
お
い
て
常
行
堂
に
言
及
せ
ず
、
祭
事
は
「
堂
前
」
で
行
わ
れ
る
と
記
す
。
た
だ
し
、
源
信
参
拝
譚
で
は
な
く
広
隆
寺
の
建
立
を
語
る
部
分
に
、
造
営
さ
れ
た
堂
の
一
つ
に
「
常
行
三
昧
堂
」
を
あ
げ
て
い
る
。
　
九
世
紀
末
の
『
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
）
11
（
』
に
こ
の
堂
は
見
え
な
い
。「
明
応
縁
起
」『
来
由
記
』
に
収
録
さ
れ
る
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
の
「
広
隆
寺
供
養
願
文
」
に
「
三
間
三
面
常
行
堂
一
宇
、
安
二
置
三
尺
阿
弥
陀
如
来
、
一
尺
六
寸
観
音
勢
至
等
二
菩
薩
像
各
一
体
一
、」
と
あ
る
の
が
、
確
実
に
名
の
見
え
る
初
例
と
考
え
ら
れ
る
。
常
行
堂
と
そ
の
安
置
仏
に
続
き
、
回
廊
安
置
の
聖
徳
太
子
像
に
言
及
し
、「
奉
レ
崇
二
往
代
像
一
、
茲
外
仏
是
皆
新
造
、」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
常
行
堂
の
仏
像
は
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
の
火
災
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
解
せ
、
堂
の
建
立
も
同
様
と
推
測
で
き
る
。
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（27）
　
永
万
願
文
か
ら
一
世
紀
ほ
ど
時
代
の
下
る
『
長
禄
文
書
』
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
後
四
月
十
一
日
「
尼
妙
智
田
地
譲
状
）
11
（
」
の
裏
書
に
、
妙
智
が
「
あ
く
り
こ
せ
ん
」
に
譲
っ
た
広
隆
寺
に
あ
る
田
二
段
の
う
ち
、「
常
行
堂
御
油
田
一
段
」
を
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
に
廉
楽
法
師
が
買
い
取
っ
た
と
あ
る
。
永
万
願
文
の
記
述
に
疑
義
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
常
行
堂
は
十
三
世
紀
後
半
に
は
確
実
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
源
信
阿
弥
陀
参
拝
と
声
明
念
仏
創
始
、
お
よ
び
常
行
堂
に
つ
い
て
、
以
上
を
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
常
行
堂
の
建
立
は
久
安
の
火
災
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。『
寺
史
』
に
言
及
の
あ
る
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
円
蓮
な
る
僧
が
念
仏
会
を
盛
大
に
し
た
、
と
の
「
常
行
堂
三
昧
絵
縁
起
」
の
記
述
が
、
常
行
堂
と
声
明
念
仏
の
実
際
の
始
ま
り
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
原
文
を
確
認
で
き
な
い
史
料
に
よ
っ
た
推
量
で
あ
る
が
、
常
行
三
昧
の
場
と
い
う
堂
の
基
本
的
性
格
か
ら
考
え
る
に
、
堂
の
建
立
と
念
仏
の
開
始
は
同
時
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
　
源
信
の
参
拝
譚
は
十
三
世
紀
初
頭
に
は
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
『
続
古
事
談
』
の
記
述
は
、
広
隆
寺
に
伝
わ
る
縁
起
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
）
1（
（
。
声
明
念
仏
の
創
始
に
つ
い
て
の
記
述
は
当
該
期
に
は
な
く
、『
別
当
補
任
』『
来
由
記
』
に
至
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
別
当
補
任
』
の
記
述
は
、『
来
由
記
』、
元
禄
縁
起
類
と
異
な
る
点
が
複
数
見
ら
れ
、
解
釈
が
難
し
い
。
誤
写
と
判
断
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
時
期
、
例
え
ば
『
別
当
補
任
』
の
記
述
が
簡
略
に
な
る
以
前
、
十
三
世
紀
中
葉
頃
の
声
明
念
仏
の
様
子
を
伝
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。「
十
五
日
」
は
阿
弥
陀
如
来
の
斎
日
で
あ
り
、
念
仏
の
法
会
を
始
め
る
の
に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
日
取
り
で
あ
る
。
ま
た
、
九
月
十
一
日
か
ら
の
三
日
間
の
実
施
、
と
の
記
述
は
、
別
に
あ
る
「
記
録
」
に
よ
っ
た
『
由
来
記
』
に
初
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
も
同
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は
、
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
源
信
を
声
明
念
仏
の
創
始
者
と
す
る
説
の
上
限
を
十
三
世
紀
中
葉
と
考
え
、
伝
承
が
源
信
の
史
実
と
矛
盾
の
な
い
形
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
、
声
明
念
仏
の
日
程
・
形
態
が
『
来
由
記
』
以
後
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
と
は
違
っ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
　
声
明
念
仏
第
二
夜
の
摩
多
羅
神
神
事
に
つ
い
て
は
、一
五
世
紀
末
の
『
来
由
記
』
に
お
い
て
も
明
確
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
神
像
の
後
戸
安
置
が
記
さ
れ
る
の
で
、
陸
奥
毛
越
寺
（
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
）・
下
野
日
光
山
輪
王
寺
（
栃
木
県
日
光
市
）・
大
和
多
武
峰
（
奈
良
県
桜
井
市
）
な
ど
天
台
宗
寺
院
の
常
行
堂
法
会
と
摩
多
羅
神
祭
事
の
例
に
鑑
み
）
11
（
、
当
該
期
に
は
実
施
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
　
摩
多
羅
神
祭
事
の
始
ま
り
を
、
常
行
堂
建
立
・
声
明
念
仏
開
始
と
同
時
と
し
う
る
か
は
推
測
し
が
た
い
。
摩
多
羅
神
は
、
常
行
堂
の
守
護
神
と
し
て
九
世
紀
に
円
仁
に
よ
っ
て
か
ら
請
来
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
奉
安
は
最
も
早
い
と
考
え
ら
れ
る
比
叡
山
延
暦
寺
で
も
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
間
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。）11
（
広
隆
寺
に
お
い
て
は
永
万
願
文
の
常
行
堂
安
置
像
に
、
摩
多
羅
神
像
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
堂
内
に
秘
さ
れ
、
寺
院
全
体
に
お
け
る
関
心
が
低
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
文
面
の
通
り
、
当
該
期
に
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
と
も
解
せ
る
。
　
広
隆
寺
摩
多
羅
神
像
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
文
献
で
あ
る
が
、
寛
保
三
年
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（28）
（
一
七
四
三
）
の
『
顕
密
威
儀
便
覧
続
編
』
巻
下
）
11
（
「
摩
吒
羅
神
」
の
章
に
「
或
説
、
其
像
肖
二
炎
魔
王
一
、
而
二
臂
、
左
手
持
レ
鼓
、
右
手
則
安
二
右
股
一
。
是
又
殊
二
於
蓮
花
光
院
一
、
伝
云
、
為
二
念
仏
守
護
神
一
、」
と
あ
り
、
引
用
箇
所
の
右
手
の
「
右
股
」
に
つ
い
て
は
「
三
股
」
の
誤
写
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
11
（
。
平
成
一
八
年
（
二
〇
一
〇
）
に
発
見
さ
れ
た
出
雲
国
の
天
台
宗
寺
院
清
水
寺
（
島
根
県
安
来
市
）
の
摩
多
羅
神
像
は
、
唐
風
の
方
形
冠
を
被
り
、
鼓
を
打
つ
坐
像
で
あ
る
。
ま
た
、
山
田
が
、
平
安
時
代
に
遡
る
古
い
形
態
を
伝
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
注
目
し
た
洛
東
の
天
台
宗
寺
院
真
正
極
楽
寺
、
通
称
真
如
堂
（
京
都
市
左
京
区
）
の
摩
多
羅
神
像
は
閻
魔
天
と
同
型
の
冠
を
着
け
、
持
物
を
失
っ
た
左
手
は
筒
状
の
物
を
摑
む
形
を
し
、
右
手
は
そ
れ
よ
り
細
い
物
を
掲
げ
る
仕
草
を
す
る
）
11
（
。『
顕
密
威
儀
便
覧
続
編
』
に
記
さ
れ
る
広
隆
寺
摩
多
羅
神
像
の
形
態
は
、
こ
の
二
例
、
と
り
わ
け
真
如
堂
像
に
類
似
す
る
。
現
存
は
確
認
さ
れ
な
い
像
で
あ
る
が
、
清
水
寺
・
真
如
堂
二
像
と
の
類
似
か
ら
、
広
隆
寺
摩
多
羅
神
像
は
鎌
倉
時
代
以
前
に
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
摩
多
羅
神
神
事
の
始
ま
り
も
同
時
期
、
あ
る
い
は
一
二
世
紀
前
半
と
推
測
し
た
常
行
堂
建
立
時
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
三
　
摩
多
羅
神
風
流
　
前
章
で
は
源
信
広
隆
寺
阿
弥
陀
如
来
参
拝
譚
と
常
行
堂
・
摩
多
羅
神
に
関
す
る
史
料
を
整
理
し
、
常
行
堂
・
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
祭
事
の
始
ま
り
に
つ
き
推
測
を
示
し
た
。
本
章
で
は
、
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
祭
事
の
実
施
を
明
示
す
る
、『
寺
史
』
引
用
の
一
六
世
紀
文
書
を
、『
祭
文
』『
牛
祭
絵
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
当
該
期
摩
多
羅
神
神
事
の
実
態
を
考
察
し
て
い
く
。
　
当
該
期
「
牛
祭
」
が
声
明
念
仏
の
一
環
を
な
す
「
摩
多
羅
神
風
流
」
で
あ
っ
た
証
左
と
し
て
『
寺
史
』
が
引
用
・
言
及
す
る
文
献
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
当
時
の
広
隆
寺
年
預
周
賢
が
巻
子
に
仕
立
て
た
文
書
の
中
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
）
11
（
、『
寺
史
』お
よ
び
橋
川
論
文
に
よ
っ
て
し
か
知
り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら『
寺
史
』は
文
政
巻
子
収
録
文
書
も
複
数
引
用
し
て
お
り
、同
巻
子
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
文
書
も
、『
寺
史
』
編
纂
当
時
に
は
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
風
流
文
書
も
信
頼
に
値
し
う
る
も
の
と
解
し
、
論
を
進
め
る
。
　『
寺
史
』
掲
載
の
文
書
は
、
以
下
の
二
通
で
あ
る
。
（
ａ
）「
広
隆
寺
常
行
堂
不
断
念
仏
交
名
」
恒
例
常
行
堂
不
断
御
念
仏
結
番
交
名
事
　
　
上
執
事
　
　
下
執
事
一
番
　
俊
憲
律
師
　
慶
俊
律
師
二
番
　
乗
運
律
師
　
杲
忠
律
師
三
番
　
慶
杲
律
師
　
慶
恩
律
師
四
番
　
慶
等
禅
師
　
　
　
右
、
依
レ
例
結
番
如
レ
件
、
開
白
夜
導
師
　
　
　
　
一
和
尚
衆
集
夜
導
師
　
　
　
　
上
執
事
結
願
夜
錫
杖
　
　
　
　
下
軌
事
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（29）
帳
読
　
　
　
　
　
　
　
上
執
事
結
願
夜
錫
杖
　
　
　
　
上
執
事
　
　
　
元（一
五
七
〇
）
亀
元
年
九
月
朔
日
（
ｂ
）「
広
隆
寺
常
行
堂
摩
陀
羅
神
風
流
交
名
」
恒
例
常
行
堂
摩
陀
羅
神
風
流
事
　
　
風
流
　
　
十
烈
　
　
神
主
　
　
四
和
尚
　
杲
忠
金
皷
銅
拍
子
十
一
十
二
和
尚
　
右
、
依
レ
例
如
レ
件
、
永（一
五
六
九
）
禄
十
二
年
九
月
十
一
日
　
二
通
の
文
書
名
は
、
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
。（
ａ
）
元
亀
元
年
の
「
念
仏
交
名
」
は
、
九
月
朔
日
の
日
付
、「
開
白
夜
」「
衆
集
夜
」「
結
願
夜
」
の
三
夜
に
わ
た
る
点
か
ら
見
て
、『
寺
史
』
が
扱
っ
た
通
り
、
声
明
念
仏
の
文
書
と
判
断
で
き
る
。（
ｂ
）
は
冒
頭
の
一
行
、
ま
た
「
牛
祭
」
前
日
の
日
付
か
ら
何
に
関
わ
る
文
書
か
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
二
文
書
と
も
『
寺
史
』
の
翻
刻
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
が
、（
ａ
）
に
は
「
結
願
夜
錫
杖
」
が
二
度
上
げ
ら
れ
る
、前
の
「
結
願
夜
錫
杖
」
の
下
に
「
下
軌
事
」
と
あ
る
と
い
っ
た
、
翻
刻
・
出
版
い
ず
れ
の
時
点
か
で
生
じ
た
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
前
者
は
い
ず
れ
か
が「
結
願
夜
導
師
」で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
は
「
下
執
事
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
上
執
事
」「
下
執
事
」
と
、
以
下
の
四
番
、
計
七
名
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
上
・
下
執
事
は
四
番
七
名
の
僧
と
は
別
と
も
解
せ
る
が
、
役
を
担
う
僧
の
名
が
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
各
番
の
上
段
が
上
、
下
段
が
下
執
事
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
　（
ｂ
）
永
禄
一
二
年
「
摩
陀
羅
神
風
流
交
名
」
は
、「
十
烈
」
の
神
主
を
「
四
和
尚
」
杲
忠
、
金
皷
・
銅
拍
子
を
「
十
和
尚
」「
十
一
和
尚
」
が
務
め
る
こ
と
が
記
す
。
（
ａ
）「
念
仏
交
名
」
に
も
「
一
和
尚
」
の
語
が
見
え
、
声
明
念
仏
に
携
わ
る
僧
が
年
臈
な
ど
に
よ
り
序
列
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
亀
元
年
の
（
ａ
）
で
は
杲
忠
は
二
番
の
下
段
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
時
、
す
な
わ
ち
永
禄
一
二
年
の
翌
年
も
四
和
尚
で
あ
り
、
四
番
七
名
の
僧
は
一
和
尚
か
ら
序
列
順
に
役
を
当
て
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の
文
書
の
み
か
ら
の
推
測
で
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
可
能
性
と
し
て
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
　
で
は
、『
寺
史
』
引
用
の
二
文
書
と
『
祭
文
』『
牛
祭
絵
』
の
記
述
・
描
写
を
、
先
学
の
指
摘
を
適
宜
、
参
照
し
、
ど
の
よ
う
な
照
応
が
認
め
ら
れ
る
か
検
討
し
よ
う
。
　
先
に
天
文
一
一
年
（
一
五
四
九
）『
祭
文
』
の
関
連
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。
　
　（
前
略
）
今
夜
、
当
寺
ノ
堂
僧
四
番
大
衆
等
、
誠
ヲ
二
花
ノ
嶺
ヨ
リ
モ
高
シ
、
志
ヲ
五
葉
ノ
底
ヨ
リ
モ
深
シ
テ
、
恒
例
不
欠
ノ
勤
ト
シ
テ
、
摩
吒
羅
神
ヲ
敬
祭
シ
奉
ル
事
ア
リ
、（
中
略
）
之
ニ
ヨ
ツ
テ
四
番
大
衆
等
一
心
之
懇
切
ヲ
抽
テ
、
十
烈
ノ
儀
式
学
ヒ
、
万
人
逸
興
ヲ
催
ス
ヲ
以
テ
、
自
神
明
ノ
法
楽
ニ
備
ヘ
、
諸
衆
ノ
咸
嘆
成
ヲ
以
、
暗
ニ
神
ノ
納
受
ヲ
知
ト
也
、
然
ル
間
サ
イ
ツ
チ
頭
ニ
木
冠
ヲ
イ
タ
ヽ
キ
、
ク
ワ
ビ
ラ
足
ニ
旧
鼻
高
ヲ
カ
ラ
ケ
ツ
ケ
、
カ
ラ
メ
ウ
シ
ニ
ニ
ク
ラ
ヲ
置
キ
、
や
せ
馬
ニ
鈴
ヲ
付
テ
馳
モ
有
リ
、
踊
モ
有
リ
、
或
ハ
ク
ラ
ツ
メ
ニ
大
ヲ
ツ
メ
テ
ニ
カ
ミ
、
或
ハ
ニ
ク
ラ
ニ
尻
カ
サ
ヲ
ス
リ
ム
イ
テ
悲
モ
有
リ
、
企
ハ
誠
ニ
十
烈
ノ
風
流
ニ
似
リ
ト
雖
ト
モ
、
体
ハ
唯
百
鬼
夜
行
ニ
異
ナ
ラ
ス
、（
後
略
））11
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図４　『牛祭絵』（行列部分）（同上）
①
③
②
④
⑦⑥⑤
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（31）
　
注
目
す
る
語
の
一
つ
は
引
用
部
冒
頭
の
「
当
寺
ノ
堂
僧
四
番
大
衆
等
」
と
中
略
後
の
文
に
見
え
る
「
四
番
大
衆
等
」
で
あ
る
。
彼
ら
が
摩
多
羅
神
を
敬
祭
し
奉
る
と
あ
り
、
摩
多
羅
神
の
祭
事
、
す
な
わ
ち
「
摩
陀
羅
神
風
流
」
の
執
行
者
は
広
隆
寺
の
「
堂
僧
四
番
大
衆
等
」
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。「
堂
僧
」
は
常
行
堂
僧
、「
四
番
大
衆
等
」
は
（
ａ
）
元
亀
「
念
仏
交
名
」
に
お
い
て
三
夜
の
声
明
念
仏
を
務
め
た
四
番
の
僧
た
ち
を
さ
す
と
解
釈
し
て
、
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
も
う
一
つ
は
、『
寺
史
』
も
着
目
す
る
「
十
烈
」
で
あ
る
。
引
用
部
中
略
以
後
の
『
祭
文
』「
十
烈
」
の
記
述
は
先
行
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
あ
る
。
頭
に
は
「
木
冠
」、
足
に
は
古
い
鼻
高
履
を
つ
け
、
牛
・
馬
に
跨
が
り
、
悪
戦
苦
闘
す
る
様
は
、「
懇
切
ヲ
抽
テ
」
学
ん
だ
「
十
烈
ノ
儀
式
」
の
風
流
に
似
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
様
は
百
鬼
夜
行
と
変
わ
ら
な
い
、
と
滑
稽
な
行
列
の
模
様
が
語
ら
れ
る
。
　『
牛
祭
絵
』
に
描
か
れ
る
牛
と
馬
に
乗
り
、
列
を
な
し
た
僧
た
ち
は
、
こ
の
「
十
烈
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
推
測
で
き
る
。
風
流
の
僧
と
見
ら
れ
る
者
が
列
を
な
す
箇
所
の
み
を
抽
き
出
し
、
図
４
に
掲
載
し
た
。
上
段
か
ら
絵
巻
を
開
き
な
が
ら
見
る
順
番
に
並
べ
、
風
流
の
列
の
並
び
順
で
は
一
番
前
（
本
稿
掲
載
図
で
は
下
段
の
左
）
か
ら
番
号
を
付
し
た
。
　
①
面
と
、
Ｔ
字
を
逆
さ
ま
に
し
た
「
木
冠
」
ら
し
き
も
の
を
着
用
、
腰
に
鞭
、
乗
牛
。
袖
を
た
く
し
上
げ
背
中
で
結
ぶ
、
裸
足
（
こ
の
二
点
は
、
他
の
騎
乗
者
も
同
じ
）、
②
立
烏
帽
子
、
そ
れ
を
額
に
縛
る
布
、
杖
を
持
ち
徒
歩
、
足
元
は
草
履
か
、
③
立
烏
帽
子
、
袈
裟
、
左
肩
に
幣
（
鉾
な
ど
に
幣
を
付
け
た
よ
う
に
も
見
え
る
）、
右
手
に
扇
子
、
徒
歩
、
鼻
高
履
、
④
「
木
冠
」、
右
手
に
鞭
、
腰
に
幣
、
乗
牛
、
⑤
「
木
冠
」、
乗
馬
、
⑥
「
木
冠
」、
右
手
に
幣
、
徒
歩
、
鼻
高
履
、
⑦
「
木
冠
」、
右
手
に
鞭
、
乗
馬
。
七
人
の
出
で
立
ち
は
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
　『
都
名
所
図
会
』「
太
秦
牛
祭
」
図
な
ど
、
近
世
以
後
の
牛
祭
図
と
明
白
に
異
な
る
の
は
、
何
よ
り
も
、
騎
乗
の
者
が
一
人
で
な
い
点
で
あ
る
。
加
え
て
留
意
し
た
い
の
は
、
行
列
の
者
が
み
な
僧
衣
を
纏
う
点
で
あ
ろ
う
。
近
世
以
後
の
牛
祭
は
、
乗
牛
の
摩
多
羅
神
役
以
下
は
寺
に
仕
え
る
俗
人
の
承
仕
が
務
め
、「
浄
衣
」
を
身
に
つ
け
た
。
か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
役
を
寺
僧
が
担
っ
た
と
の
記
述
は
、
延
宝
四
年
の
序
を
持
つ
黒
川
道
祐
編
『
日
次
紀
事
）
11
（
』
に
あ
る
。『
牛
祭
絵
』
に
は
、
こ
の
か
つ
て
の
様
相
、
広
隆
寺
僧
―
―
「
当
寺
ノ
堂
僧
四
番
大
衆
等
」
が
「
十
烈
」
を
行
う
様
を
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
牛
馬
騎
乗
者
と
徒
歩
の
者
を
合
わ
せ
て
七
人
に
な
る
点
は
、（
ａ
）
元
亀
「
念
仏
交
名
」
に
並
ぶ
四
番
七
人
と
合
致
し
、
今
日
内
容
を
知
り
う
る
一
点
の
み
の
文
書
か
ら
敢
え
て
推
し
量
る
な
ら
ば
、
三
日
間
、
念
仏
を
行
う
僧
が
十
烈
風
流
も
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
牛
祭
絵
』
に
お
い
て
祭
文
の
読
み
上
げ
時
に
集
ま
っ
た
僧
の
数
は
十
で
あ
り
）
11
（
、
列
を
な
す
七
と
異
な
る
（
図
５
）。
図
４
に
見
え
る
、
列
の
先
頭
①
の
乗
牛
者
よ
り
先
を
歩
む
三
人
の
僧
、
あ
る
い
は
前
掲
図
３
に
お
い
て
廟
列
よ
り
も
後
ろ
の
門
近
く
を
歩
い
て
い
た
僧
が
加
わ
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
が
、
行
列
の
「
七
」
が
読
み
上
げ
の
場
で
は
「
十
」
に
な
る
理
由
を
ど
う
解
せ
ば
よ
い
か
、
現
時
点
で
は
適
切
な
考
え
を
持
た
な
い
。
十
は
「
十
烈
」
と
数
が
合
う
の
で
、
彼
ら
も
含
め
て
「
十
烈
」
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　『
祭
文
』
の
場
は
、
近
世
以
後
と
異
な
り
、
壇
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
堂
は
三
間
な
の
で
三
間
三
面
と
「
明
応
縁
起
」・『
来
由
記
』
に
あ
る
常
行
堂
を
描
い
た
と
解
せ
る
。
開
い
た
正
面
か
ら
、
中
に
敷
か
れ
た
畳
が
認
め
ら
れ
る
。
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こ
の
場
で
は
、
近
世
以
後
は
摩
多
羅
神
役
が
務
め
る
『
祭
文
』
の
読
み
手
を
、
①
面
を
付
け
た
乗
牛
者
で
は
な
く
、
別
の
僧
が
務
め
る
点
が
注
意
を
引
く
。「
木
冠
」、
た
く
し
上
げ
ら
れ
た
両
袖
、
幣
を
持
っ
て
い
な
い
点
か
ら
、
⑤
か
⑦
の
乗
馬
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。
幣
を
端
に
控
え
る
者
に
預
け
た
と
見
る
な
ら
ば
、
④
の
乗
牛
者
に
比
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
　
摩
多
羅
神
役
が
自
身
に
捧
げ
る
祭
文
を
読
む
矛
盾
は
、
田
中
・
菊
池
が
指
摘
し
て
お
り
）
1（
（
、『
牛
祭
絵
』
の
描
写
は
、
旧
来
の
あ
り
方
が
両
氏
の
想
定
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
　
こ
の
読
み
手
は
、（
ｂ
）
永
禄
「
風
流
交
名
」
に
よ
っ
て
四
和
尚
杲
忠
が
任
じ
ら
れ
た
「
神
主
」
に
比
定
で
き
る
。
元
禄
縁
起
類
他
、
近
世
史
料
は
、
摩
多
羅
神
役
を
「
神
主
」
と
す
る
が
、
祭
文
の
読
み
手
が
あ
る
時
点
で
面
を
着
け
た
摩
多
羅
神
役
に
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
に
伴
い
呼
称
も
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、『
牛
祭
絵
』
の
行
列
の
①
、
牛
に
乗
り
、
祭
文
読
み
上
げ
の
場
に
集
う
者
の
中
で
唯
一
奇
態
な
面
を
着
け
る
者
は
、
当
該
絵
巻
が
描
写
す
る
時
代
に
は
、
摩
多
羅
神
と
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
解
せ
る
。
①
の
僧
は
、
「
神
主
」
に
比
定
し
た
読
み
手
役
を
囲
む
半
円
の
端
、
他
の
者
よ
り
前
に
座
っ
て
は
い
る
が
、
両
手
を
膝
上
に
載
せ
た
畏
ま
っ
た
姿
勢
を
取
る
。
祭
文
を
捧
げ
ら
れ
る
者
の
振
る
舞
い
と
は
見
な
し
づ
ら
い
。
何
よ
り
僧
た
ち
の
眼
前
の
常
行
堂
内
に
は
、
摩
多
羅
神
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
が
必
要
と
思
う
。
　
以
上
、『
寺
史
』
引
用
二
文
書
と
『
祭
文
』『
牛
祭
絵
』
は
、
複
数
の
点
に
お
い
て
符
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
牛
祭
絵
』
の
祭
事
描
写
は
、
天
文
末
年
か
ら
図５　『牛祭絵』（『祭文』読み上げの場面）（同上）
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（33）
一
六
世
紀
後
半
の
摩
多
羅
神
風
流
に
近
し
い
姿
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
が
『
牛
祭
絵
』
を
構
成
す
る
『
祭
文
』
の
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
に
遡
ら
せ
て
理
解
し
う
る
か
否
か
で
あ
ろ
う
。
　（
ｂ
）
永
禄
「
風
流
交
名
」
に
見
え
る
金
皷
・
銅
拍
子
を
担
当
す
る
僧
が
『
牛
祭
絵
』
に
は
描
か
れ
な
い
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、『
牛
祭
絵
』
は
一
六
世
紀
後
半
で
は
な
く
、『
祭
文
』
の
一
五
世
紀
初
頭
を
描
い
た
と
解
せ
る
。
　
そ
の
一
方
、
留
意
し
た
い
の
は
、『
寺
史
』・
橋
川
論
文
が
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
風
流
の
文
書
が
残
る
の
は
天
文
末
年
か
ら
永
禄
に
か
け
て
の
時
代
で
あ
る
と
記
し
、
ま
た
広
隆
寺
に
残
る
最
古
の
『
祭
文
』
が
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
で
あ
り
、
応
永
『
祭
文
』
は
『
牛
祭
絵
』
に
よ
っ
て
し
か
伝
わ
ら
な
い
点
で
あ
る
。
　
一
六
世
紀
、
戦
国
の
動
乱
の
中
、
多
く
の
寺
院
が
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
広
隆
寺
も
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
風
流
文
書
お
よ
び
寺
蔵
『
祭
文
』
が
同
世
紀
中
葉
か
ら
集
中
し
て
残
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
法
会
が
当
該
期
に
再
興
さ
れ
た
た
め
と
解
し
て
も
、
不
自
然
で
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
そ
の
際
に
法
会
の
規
模
も
縮
小
再
編
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
本
稿
で
は
『
牛
祭
絵
』
は
、
摩
多
羅
神
風
流
の
「
十
烈
」
を
描
い
た
と
推
定
し
た
。「
十
烈
」
あ
る
い
は
「
十
列
」
は
平
安
時
代
か
ら
神
に
奉
納
す
る
競
馬
を
意
味
し
、
多
く
の
神
社
祭
事
に
お
い
て
田
楽
・
王
の
舞
・
獅
子
舞
・
巫
女
神
楽
他
と
と
も
に
な
さ
れ
て
き
た
）
11
（
。
本
来
は
駿
馬
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
「
十
烈
」
を
、「
か
ら
め
牛
」
と
「
や
せ
馬
」
に
乗
り
、
鞍
を
正
し
い
や
り
方
で
は
用
い
ず
、
ま
た
体
の
平
衡
を
保
ち
づ
ら
く
な
る
で
あ
ろ
う
安
定
の
悪
い
被
り
物
を
着
け
て
行
い
、
広
隆
寺
常
行
堂
声
明
念
仏
第
二
夜
で
は
、
摩
多
羅
神
を
奉
祭
し
た
わ
け
で
あ
る
。
　『
牛
祭
絵
』
の
「
十
烈
」
に
は
、
本
来
は
乗
馬
の
者
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
る
こ
の
行
為
に
、
②
③
⑥
の
三
人
の
歩
行
の
者
が
扮
装
を
し
て
加
わ
る
。
僧
た
ち
が
行
う
の
は
十
列
の
真
似
事
で
あ
る
の
で
、
本
来
の
「
十
烈
」
に
な
ら
い
、
牛
馬
を
十
頭
、
あ
る
い
は
二
頭
ず
つ
十
番
の
二
十
頭
揃
え
な
く
と
も
問
題
な
い
と
解
釈
で
き
る
が
、
歩
行
者
が
含
ま
れ
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
③
⑥
の
足
元
は
鼻
高
履
で
あ
り
、『
祭
文
』
の
「
旧
鼻
高
」
に
符
合
す
る
と
解
せ
そ
う
だ
が
、『
祭
文
』
は
「
旧
鼻
高
」
を
騎
乗
者
の
履
き
物
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
む
し
ろ
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
扇
子
と
鉾
ら
し
き
者
を
携
え
た
③
の
僧
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
歩
行
の
僧
は
歩
行
の
僧
で
、
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
　
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
広
隆
寺
の
「
牛
祭
」
―
―
「
摩
多
羅
神
風
流
」
は
、
毛
越
寺
・
輪
王
寺
・
多
武
峰
の
常
行
堂
摩
多
羅
神
祭
事
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
奇
妙
か
つ
滑
稽
な
風
流
を
も
っ
て
、
そ
の
神
を
崇
め
奉
る
。
　
毛
越
寺
他
の
祭
事
は
、
念
仏
会
で
は
な
く
修
正
会
・
修
二
会
の
機
会
に
修
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
祭
事
は
複
数
の
演
目
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
広
隆
寺
常
行
堂
摩
多
羅
神
祭
事
も
、
一
六
世
紀
中
葉
よ
り
前
に
は
「
十
烈
」
以
外
の
演
目
を
伴
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
十
烈
」
を
語
る
『
祭
文
』
は
、
歩
行
の
扮
装
者
に
関
し
て
は
何
も
触
れ
な
い
。
彼
ら
は
本
来
、「
十
烈
」
と
は
別
の
演
目
を
祭
事
の
一
環
と
し
て
担
い
、
一
六
世
紀
中
葉
の
法
会
再
編
に
よ
っ
て
、
列
の
一
員
に
姿
を
留
め
る
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、摩
多
羅
神
風
流
「
十
烈
」
も
、
旧
来
の
あ
り
方
か
ら
姿
を
変
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
牛
祭
絵
』
の
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（34）
騎
乗
者
た
ち
は
「
木
冠
」
は
被
っ
て
い
て
も
「
旧
鼻
高
」
を
足
に
絡
げ
つ
け
て
は
い
な
い
。
　
も
し
、広
隆
寺
の
摩
多
羅
神
祭
事
も
、複
数
演
目
に
よ
り
な
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
他
寺
院
の
よ
う
に
常
行
堂
内
で
摩
多
羅
神
を
前
に
、
声
明
念
仏
の
僧
の
み
に
よ
っ
て
秘
事
と
し
て
営
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
な
ら
ば
、『
祭
文
』
を
読
み
上
げ
て
僧
た
ち
が
堂
内
に
走
り
行
る
こ
と
は
、
祭
事
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
祭
事
の
主
演
目
の
始
ま
り
を
意
味
し
た
、
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
）
11
（
。
　
お
わ
り
に
　
広
隆
寺
「
牛
祭
」、
源
信
参
拝
譚
、
常
行
堂
、
声
明
念
仏
に
関
わ
る
史
料
を
整
理
し
、
中
世
「
牛
祭
」
に
つ
き
、
本
稿
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
。
　
声
明
念
仏
の
始
ま
り
は
一
一
世
紀
前
半
の
源
信
晩
年
に
ま
で
遡
る
と
は
見
な
し
難
い
も
の
の
、
常
行
堂
建
立
の
上
限
は
一
二
世
紀
前
半
に
求
め
ら
れ
、
念
仏
も
同
じ
時
期
に
始
ま
っ
た
と
見
な
せ
る
。
摩
多
羅
神
像
の
安
置
・
祭
事
の
開
始
は
、
鎌
倉
時
代
の
可
能
性
は
あ
る
が
、史
料
か
ら
確
実
に
裏
付
け
ら
れ
る
の
は
『
来
由
記
』
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
下
限
は
一
五
世
紀
末
で
あ
る
。
　『
牛
祭
絵
』
の
摩
多
羅
神
風
流
「
十
烈
」
描
写
は
、『
寺
史
』
引
用
文
書
と
の
符
合
に
よ
っ
て
一
六
世
紀
中
葉
の
実
態
に
近
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
描
写
は
、
応
永
『
祭
文
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、
一
五
世
紀
初
頭
ま
で
遡
ら
せ
う
る
が
、
筆
者
は
十
六
世
紀
に
寺
院
全
般
に
生
じ
た
規
模
の
縮
小
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
他
寺
院
の
摩
多
羅
神
祭
事
の
例
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、『
牛
祭
絵
』
描
写
以
前
の
広
隆
寺
の
祭
事
は
、
複
数
演
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
も
推
量
し
う
る
。
　
推
測
の
域
に
留
ま
る
論
ば
か
り
で
あ
り
、
検
討
で
き
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
。
常
行
堂
の
所
在
地
、
ま
た
こ
の
堂
が
い
つ
頃
な
く
な
り
、「
牛
祭
」
の
場
が
「
祖
師
堂
」
に
変
わ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
祭
事
形
態
の
変
化
、「
牛
祭
」
呼
称
の
定
着
に
関
わ
る
、
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
　
関
連
し
て
、
大
酒
神
社
と
牛
祭
の
問
題
も
あ
げ
ら
れ
る
。
本
稿
冒
頭
に
引
用
し
た
京
都
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
説
明
に
は
、
牛
祭
は
大
酒
神
社
の
祭
礼
と
書
か
れ
、
同
様
の
記
述
は
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
大
酒
神
社
と
牛
祭
の
結
び
付
き
が
史
料
に
見
え
る
の
は
江
戸
時
代
以
降
で
あ
り
）
11
（
、
本
稿
が
確
認
し
た
中
世
史
料
に
声
明
念
仏
・
摩
多
羅
神
祭
事
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
存
在
し
な
い
。『
牛
祭
絵
』
に
は
、『
祭
文
』
読
み
上
げ
の
場
に
至
る
前
の
風
景
に
小
祠
が
描
き
込
ま
れ
る
が
、
桂
宮
院
の
鎮
守
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
も
そ
の
境
内
に
あ
っ
た
）
11
（
大
酒
神
社
に
比
定
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
う
。
　
牛
祭
は
、
寺
院
祭
事
と
は
思
い
が
た
い
特
異
な
形
態
か
ら
、
そ
れ
を
遡
る
起
源
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
発
想
の
も
と
に
あ
る
の
は
、
牛
に
乗
っ
て
現
れ
る
奇
体
な
神
と
い
う
江
戸
時
代
以
後
の
形
態
で
あ
り
、『
牛
祭
絵
』
に
描
か
れ
た
「
十
烈
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
他
寺
院
の
中
世
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
摩
多
羅
神
祭
事
も
、
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
寺
院
祭
事
か
ら
か
け
離
れ
た
、
奇
妙
な
要
素
を
多
分
に
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
形
態
の
特
異
さ
を
も
っ
て
古
態
を
想
定
す
る
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（35）
発
想
へ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
　
寺
院
祭
事
と
な
る
以
前
に
古
態
が
あ
っ
た
の
か
否
か
。
こ
の
問
い
に
正
解
を
提
示
す
る
こ
と
は
今
に
伝
わ
る
史
料
の
み
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
説
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
古
態
に
関
心
が
集
ま
り
が
ち
な
ま
ま
、
継
続
的
に
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
牛
祭
研
究
に
は
、
ま
だ
本
格
的
に
着
手
さ
れ
て
い
な
い
、
か
つ
比
較
的
史
料
に
恵
ま
れ
た
課
題
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
　
そ
れ
は
、「
牛
祭
」
が
今
日
、
広
く
知
ら
れ
る
牛
祭
に
変
化
し
て
い
く
過
程
の
考
察
で
あ
る
。
近
隣
住
民
、
神
社
の
関
与
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
拡
大
し
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
六
世
紀
か
ら
更
に
規
模
を
縮
小
し
た
広
隆
寺
の
動
向
に
絡
み
、進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
元
禄
絵
巻
」
の
行
列
描
写
（
図
６
）
は
、
鼻
の
突
き
出
た
面
を
付
け
た
乗
牛
者
一
人
と
、
同
じ
面
を
付
け
た
徒
歩
の
八
人
を
描
き
、
徒
歩
の
者
は
鉦
と
鼓
、
つ
ま
り
『
寺
史
』
引
用
文
書
（
ｂ
）「
風
流
交
名
」
の
「
金
皷
銅
拍
子
」
に
相
当
す
る
も
の
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
る
）
11
（
。
当
該
図
は
、
中
世
の
『
牛
祭
絵
』
か
ら
、
牛
に
乗
る
摩
多
羅
神
と
そ
れ
を
囲
む
四
天
王
と
い
う
『
都
名
所
図
会
』
の
図
と
の
過
渡
期
と
も
い
う
べ
き
形
態
を
伝
え
る
。
中
世
末
か
ら
近
世
へ
の
変
化
は
段
階
的
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
　「
牛
祭
」
が
牛
祭
に
移
行
す
る
中
で
、
寺
院
と
神
社
、
地
域
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
。
こ
の
祭
が
い
か
に
し
て
江
戸
時
代
文
人
た
ち
の
関
心
を
惹
き
付
け
て
い
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
近
世
の
展
開
の
究
明
も
、
牛
祭
の
歴
史
を
詳
ら
か
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
試
み
で
あ
ろ
う
。
偶
然
に
も
丑
年
の
発
表
と
な
っ
た
本
稿
が
、
こ
の
未
着
手
の
課
題
に
少
し
で
も
資
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
図６
この画像は著作権保護の関係で表示できません
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よ
り
で
あ
る
。
註（
１
）
京
都
市
情
報
館
「
京
都
市
指
定
・
登
録
文
化
財
－
無
形
民
俗
文
化
財
（
右
京
区
）」https://w
w
w
.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000189607.htm
l
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
五
日
閲
覧
）。
（
２
）
水
谷
亜
希
は
、
京
都
三
大
奇
祭
の
名
称
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
観
光
業
界
の
考
案
に
よ
っ
て
普
及
し
た
語
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
（
水
谷
「
新
出
の
「
や
す
ら
い
祭
絵
巻
」・「
牛
祭
絵
巻
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
―
松
村
景
文
・
河
村
文
鳳
・
上
田
秋
成
ら
に
よ
る
祭
礼
の
記
録
―
」『
学
叢
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
）。
田
中
緑
紅
「
太
秦
の
牛
祭
」（『
秋
の
奇
祭
』
京
を
語
る
会
、
一
九
五
八
年
）
に
「
京
都
三
奇
祭
」
と
あ
る
の
で
、
水
谷
の
想
定
よ
り
時
代
は
遡
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
数
十
年
に
定
着
し
た
と
す
る
推
測
は
首
肯
し
う
る
。
以
下
、
水
谷
に
言
及
す
る
際
は
全
て
当
該
論
文
に
よ
る
。
（
３
）
本
稿
で
は
本
文
引
用
論
文
の
他
、
倉
光
清
六
「
太
秦
の
牛
祭
―
夜
叉
神
楽
の
一
模
型
―
」『
民
族
と
歴
史
』
六
―
六
、一
九
二
一
年
）、関
根
文
之
助
「
牛
祭
」
に
つ
い
て
の
考
察
―
日
本
宗
教
史
の
一
断
面
と
し
て
―
」（『
芸
能
』
四
〇
、
一
九
六
二
年
）。
根
川
幸
男
「
太
秦
広
隆
寺
牛
祭
に
関
す
る
一
考
察
」（『
佛
教
史
研
究
』
二
一
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
し
た
。
（
４
）
喜
田
貞
吉
「
太
秦
牛
祭
の
変
遷
」（『
民
族
と
歴
史
』
六
―
六
）。
こ
れ
以
前
に
「
摩
多
羅
神
考
」（『
喜
田
貞
吉
著
作
集
』
第
一
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
。
初
出
一
九
二
〇
年
）
も
発
表
し
て
い
る
。
以
下
、
喜
田
に
言
及
す
る
際
は
全
て
「
太
秦
牛
祭
の
変
遷
」
に
よ
る
。
（
５
）橋
川
正
編
纂『
太
秦
広
隆
寺
史
』「
第
九
章
　
常
行
堂
念
仏
と
そ
の
風
流（
牛
祭
）」（
京
都
太
秦
聖
徳
太
子
報
徳
会
本
部
、
一
九
二
三
年
）。
同
「
太
秦
の
牛
祭
」
（『
日
本
仏
教
文
化
史
の
研
究
』中
外
出
版
、一
九
二
四
年
。初
出
一
九
二
二
年
）。「
牛
祭
」の
呼
び
名
が
確
認
出
来
る
早
い
例
に
、『
寺
史
』引
用
広
隆
寺
蔵
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）「
書
上
」
の
「
九
月
朔
日
常
行
三
昧
堂
結
番
、
同
自
二
十
一
日
一
至
二
十
三
日
一
、
阿
弥
陀
三
昧
、
但
十
二
日
之
夜
摩
陀
羅
神
祭
礼
、
俗
号
二
牛
祭
一
」
の
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
本
稿
二
章
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
禄
縁
起
類
に
も
「
牛
祭
」
の
呼
称
が
見
え
る
。
（
６
）
喜
田
「
太
秦
牛
祭
の
変
遷
」。
な
お
表
記
は
、
現
行
通
用
字
に
改
め
た
。
以
下
、
本
文
引
用
史
料
に
つ
い
て
も
同
じ
。
ま
た
読
点
を
適
宜
、
筆
者
が
付
す
な
ど
し
て
い
る
。
（
７
）
菊
池
京
子
「
太
秦
広
隆
寺
の
牛
祭
に
つ
い
て
」（『
史
窓
』
一
四
、
一
九
五
九
年
）。
（
８
）
中
島
洋
平
「
浮
田
一
蕙
の
奇
妙
な
祭
礼
図
―
細
見
美
術
館
蔵
「
今
宮
安
楽
祭
図
・
太
秦
牛
祭
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
）
解
題
―
」（『
明
治
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
芸
術
学
専
攻
紀
要
バ
ン
ダ
ラ
イ
』
六
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
９
）
服
部
幸
雄
「
後
戸
の
神
―
芸
能
神
信
仰
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
宿
神
論
―
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
初
出
一
九
七
三
年
）。
（
10
）
例
え
ば
、
蓮
池
利
隆
「
常
行
堂
の
守
護
神
・
摩
多
羅
神
」（『
佛
教
學
研
究
』
六
五
、
二
〇
〇
九
年
）。
（
11
）
明
川
忠
夫
「
奇
祭
「
太
秦
の
牛
祭
」（
知
恵
の
会
代
表
糸
井
通
浩
編
『
京
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（37）
都
学
の
企
て
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
12
）
今
日
、
広
隆
寺
に
伝
わ
る
最
も
古
い
『
祭
文
』
は
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
の
も
の
で
あ
り
、
国
会
図
書
館
蔵
『
牛
祭
絵
』
も
天
文
一
八
年
本
と
校
合
を
し
て
い
る
。『
画
巻
』
の
天
文
「
十
一
」
年
は
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
。
（
13
）『
画
巻
』「
跋
」
翻
刻
は
、
本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
。
（
14
）
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://base1.nijl.ac.
jp/~tkoten/
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kotenseki.nijl.
ac.jp/?ln=ja
（
と
も
に
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
五
日
閲
覧
）。
（
15
）『
し
り
う
ご
と
』
校
注
・
訳 
小
高
道
子
（『
近
世
随
想
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
八
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
16
）『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』（『
黒
川
真
頼
全
集
』
第
一
・
第
二
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
）。
（
17
）『
古
画
類
聚
引
用
画
目
録
』
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
本
（
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）。
（
18
）「
明
治
四
三
」と
し
た
が
、「
三
」は
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
滲
ん
で
お
り
、「
二
」
な
い
し
「
五
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
（
19
）
山
田
雄
司
「
摩
多
羅
神
の
系
譜
」（『
藝
能
史
研
究
』
一
一
八
、
一
九
九
二
年
）。
（
20
）
橋
川
論
文
。
（
21
）
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
。
な
お
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
書
陵
部
蔵
柳
原
本
『
広
隆
寺
縁
起
』
を
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
の
同
名
書
に
分
類
す
る
が
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
当
概
写
本
は
、
江
戸
時
代
成
立
縁
起
の
写
本
で
あ
る
。
（
22
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
貴
重
書
写
真
を
閲
覧
。
翻
刻
お
よ
び
祭
事
行
列
画
像
は
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
七
（
東
京
大
学
出
版
会
）
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
九
月
一
一
日
条
に
掲
載
。
（
23
）『
太
秦
広
隆
寺
大
略
縁
起
（
以
下
『
大
略
縁
起
』
と
略
記
））11
（
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
、
仏
書
刊
行
会
）。
（
24
）『
続
古
事
談
』
校
注
荒
木
浩
（『
古
事
談 
続
古
事
談
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
25
）
第
三
〇
代
別
当
寛
敏
の
項
で
は
、
久
安
回
禄
後
の
造
営
・
供
養
に
つ
い
て
記
し
、「
御
願
文
等
別
ニ
在
レ
之
」
と
「
明
応
縁
起
」『
来
由
記
』
収
録
永
万
元
年
願
文
に
言
及
し
て
い
る
。
（
26
）
筆
者
が
閲
覧
し
た
大
谷
大
学
蔵
『
別
当
次
第
』
の
複
写
に
は
「
十
月
十
五
日
」
と
明
記
さ
れ
る
が
、
橋
川
論
文
は
当
該
史
料
に
よ
っ
て
「
後
一
条
天
皇
の
万
寿
元
年
」
に
「
九
月
十
一
日
か
ら
三
日
を
限
り
」、「
短
声
念
仏
を
修
し
た
」
と
、
日
付
の
み
違
え
て
記
し
て
い
る
。
な
お
、
創
始
時
の
実
施
日
を
十
月
十
五
日
か
ら
の
三
日
間
と
す
る
記
述
は
、
根
拠
と
し
た
史
料
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
今
井
啓
一
「
太
秦
牛
祭
に
つ
い
て
」（『
上
方
』
一
〇
、
一
九
三
六
年
）
に
も
見
え
る
。
（
27
）『
山
城
州
葛
野
郡
楓
野
大
堰
郷
広
隆
寺
来
由
記
（『
新
校
群
書
類
従
』
第
一
八
巻
、
内
外
書
籍
、
一
九
三
二
年
）
（
28
）
中
村
浩
子
「
続
古
事
談
広
隆
寺
説
話
の
生
成
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
一
一
、
一
九
七
七
年
）、
川
尻
秋
生
「
内
閣
文
庫
所
蔵
『
広
隆
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
―
広
隆
寺
と
薬
師
信
仰
―
」（『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
一
号
（
二
〇
二
一
・
三
）
（38）
科
学
―
』
一
、一
九
八
九
年
）。
明
応
の
『
広
隆
寺
縁
起
（
本
稿
の
「
明
応
縁
起
」）』
と
『
来
由
記
』
に
つ
い
て
は
、
中
前
正
志
「
埋
も
れ
た
縁
起
・
埋
も
れ
た
地
蔵
―
近
世
改
編
広
隆
寺
縁
起
と
同
寺
十
輪
院
埋
木
地
蔵
縁
起
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
女
子
大
國
文
』
一
三
二
、二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
「
明
応
縁
起
」
に
は
中
村
・
川
尻
が
取
り
上
げ
た
内
閣
文
庫
本
の
他
に
写
本
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
、
中
前
が
紹
介
し
て
い
る（「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵『
広
隆
寺
縁
起
』（
明
応
三
年
本
）」
（『
女
子
大
國
文
』
第
一
五
二
号
、
二
〇
一
三
年
）。
（
29
）『
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
』（
川
尻
秋
生
「
広
隆
寺
資
財
帳
及
び
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
に
つ
い
て
」『
古
文
書
研
究
』
三
一
、
一
九
八
九
年
）。
（
30
）『
長
禄
文
書
』
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
後
四
月
十
一
日
「
尼
妙
智
田
地
譲
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
四
五
巻
、
補
一
六
八
九
号
）。
（
31
）
中
村
註
（
28
）
論
文
。
（
32
）
山
本
ひ
ろ
子
「
摩
多
羅
神
の
姿
態
変
換
―
修
行
・
芸
能
・
秘
儀
」（『
異
神
―
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
他
。
（
33
）
山
本
右
掲
論
文
。
（
34
）『
顕
密
威
儀
便
覧
続
編
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
服
具
叢
書
第
一
）。
（
35
）
蓮
池
註
（
10
）
論
文
。
（
36
）
清
水
寺
摩
多
羅
神
像
に
つ
い
て
は
、『
神
々
の
す
が
た
　
古
代
か
ら
水
木
し
げ
る
ま
で
』（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
編
集
、
一
畑
電
気
鉄
道
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
事
業
部
、二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
真
如
堂
像
写
真
は
服
部
『
宿
神
論
』「
参
考
図
版
」、
山
田
註
（
19
）
論
文
に
掲
載
。
（
37
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
に
て
確
認
。
筆
者
は
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
の
複
写
本
を
閲
覧
し
た
。
（
38
）『
祭
文
』
翻
刻
は
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
七
に
よ
っ
た
。
（
39
）『
日
次
紀
事
』
九
月
十
二
日
（『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）。
（
40
）『
画
巻
』
で
は
僧
の
数
を
九
人
に
描
く
。
こ
れ
は
本
稿
で
論
じ
た
「
縮
図
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
違
と
考
え
ら
れ
る
。
（
41
）
田
中
註
（
２
）
論
文
、
菊
池
註
（
７
）
論
文
。
（
42
）
福
原
敏
男
「
ひ
と
つ
物
考
」（『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）。
（
43
）『
寺
史
』
収
録
（
ａ
）
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）「
念
仏
交
名
」
に
見
え
る
「
上
・
下
執
事
」「
衆
集
」
な
ど
の
語
は
、
日
光
山
輪
王
寺
の
常
行
堂
法
会
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る（
千
田
孝
明「
日
光
常
行
堂
小
史
」『
日
光
　
そ
の
歴
史
と
宗
教
』
菅
原
信
海
・
田
邉
三
郎
助
編
、
春
秋
社
、
二
〇
一
一
年
。
山
本
ひ
ろ
子
「
我
ら
い
か
な
る
縁
あ
り
て
　
今
こ
の
神
に
仕
ふ
ら
ん
―
常
行
堂
と
結
社
の
神
・
摩
多
羅
神
―
」『
同
上
』）。
（
44
）
牛
祭
を
大
酒
神
社
の
祭
事
と
す
る
記
述
は
『
和
訓
栞
』『
大
日
本
史
』
に
見
え
る
。
ま
た
「
元
禄
絵
巻
（
広
隆
寺
蔵
『
広
隆
寺
縁
起 
上
』）」
は
行
列
が
鳥
居
を
通
っ
て
進
む
様
を
描
き
、『
都
名
所
図
会
』
も
乗
牛
の
摩
多
羅
神
と
四
天
王
は
神
職
に
送
ら
れ
、
神
社
か
ら
走
り
出
て
い
る
（
図
１
・
６
参
照
）。
（
45
）『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
「
太
秦
広
隆
寺
」。
（
46
）
本
稿
で
「
元
禄
絵
巻
」
と
便
宜
的
名
称
を
付
し
た
広
隆
寺
蔵
『
広
隆
寺
縁
起
　
上
』
も
、『
寺
史
』
に
小
図
な
が
ら
掲
載
さ
れ
、『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
中
世
の
「
牛
祭
」
　
　德
永
誓
子
（39）
七
（
一
九
四
三
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
牛
祭
専
論
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
筆
者
は
、
山
田
註
（
19
）・
明
川
註
（
11
）
論
文
に
論
じ
ら
れ
る
の
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
。
『
太
秦
牛
祭
画
巻
』
跋
　
翻
刻
改
行
は
版
本
マ
マ
、
読
点
は
筆
者
が
適
宜
付
し
た
。
な
お
、『
画
巻
』
祭
文
に
岸
本
が
付
し
た
注
記
は
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
七
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
12
丁
オ
モ
テ
）
牛
祭
画
巻
跋
と
し
あ
ら
た
ま
り
て
は
去
年
の
こ
と
な
り
け
り
、
み
や
こ
人
高
島
千
春
の
ぬ
し
世
に
め
つ
ら
か
な
る
画
巻
と
も
あ
ま
た
も
て
く
た
ら
れ
た
り
し
を
、
ゆ
ゑ
よ
し
あ
り
て
ま
の
あ
た
り
見
た
り
し
か
と
日
を
つ
き
月
を
か
さ
ぬ
と
も
、
と
み
に
く
り
か
え
へ
し
は
つ
へ
う
も
あ
ら
さ
り
し
か
は
、
た
ゝ
か
た
は
し
の
み
に
て
そ
や
み
に
し
、
こ
の
牛
祭
の
画
巻
も
そ
か
う
ち
の
ひ
と
つ
に
な
む
有
け
る
、
祭
文
は
横
川
の
僧
都
の
作
な
る
よ
し
、
こ
の
し
り
へ
に
の
せ
て
、
ま
た
高
野
の
大
師
の
作
な
る
よ
し
い
へ
る
せ
ち
も
あ
れ
と
か
た
く
お
ほ
つ
か
な
か
る
へ
し
、
そ
も
く
此
祭
文
に
ふ
た
つ
の
本
あ
り
、
応
永
九
年
と
天
文
十
一
年
と
に
う
つ
せ
る
本
也
、
応
永
な
る
は
片
假
字
な
と
ま
し
へ
か
き
て
誤
字
脱
文
す
く
な
か
ら
ね
は
、
今
ハ
天
文
の
本
に
し
た
か
へ
り
、
ま
た
此
絵
も
お
な
し
応
永
の
こ
ろ
の
も
の
と
そ
、
そ
は
（
12
丁
ウ
ラ
）
千
春
の
ぬ
し
別
に
考
あ
り
、
こ
の
神
わ
さ
の
事
も
あ
ま
た
み
ゆ
る
所
あ
り
て
、
今
も
た
え
す
と
は
き
け
と
、
私
に
さ
か
ひ
を
い
て
ぬ
身
に
し
あ
れ
は
い
か
ゝ
は
見
る
へ
き
、
さ
て
こ
と
さ
ら
に
此
画
巻
を
し
も
板
に
ゑ
れ
る
は
絵
に
も
祭
文
に
も
そ
の
考
を
た
す
く
へ
き
事
の
お
ほ
か
る
の
み
か
は
、
こ
と
し
、
歳
の
つ
い
て
さ
へ
思
に
あ
た
れ
は
、
か
た
く
た
つ
き
あ
り
て
お
ほ
ゆ
る
ま
に
く
こ
こ
ろ
さ
し
お
な
し
か
ら
ん
ひ
と
に
春
の
は
し
め
の
贈
り
も
の
に
と
て
の
わ
さ
に
こ
そ
、
こ
の
ゑ
を
縮
図
せ
る
は
千
春
の
ぬ
し
、
祭
文
を
校
正
せ
る
ハ
岸
本
由
豆
流
か
く
い
へ
る
も
同
し
え
せ
わ
か
う
と
我
棣
棠
書
塾
に
し
る
す
、
此
に
文
化
十
四
と
せ
と
い
ふ
と
し
正
月
は
し
め
軒
の
梅
か
え
な
か
は
ひ
ら
き
、
庭
の
小
草
も
や
ゝ
色
そ
は
る
を
り
な
り
け
り
、
